
第28回世論調査「男女共同参画社会」について 

調査の目的 

本調査は、「男女共同参画社会」について、市民の意識・評価・要望などを把握し、本市、「（仮称）
男女が共に創る富士プラン」策定のための基礎資料とすることを目的とした。 

調査の設計 

1. 調査地域 富士市全域  
2. 調査対象 富士市在住の満20歳以上の男女  
3. 標本数  3,000人  
4. 抽出方法 住民基本台帳から等間隔無作為抽出  
5. 調査方法 郵送調査  
6. 調査期間 平成11年7月15日～7月31日  
7. 調査機関 (株)サーベイリサーチセンター静岡事務所  

回収結果 

1. 発送数   3,000人（100.0％）  
2. 回収数   1,769人（ 62.7％）  
3. 有効回収数 1,752人（ 62.6％）  

集計表 

男女共同参画社会についてお伺いします  

問1 あなたは、現在の自分の性（男性あるいは女性）に生まれてよかったと思いますか。次の中か
ら1つだけ選んでください。  

問2 あなたは、日常生活の中で男女平等または不平等を意識することがありますか。次の中から
1つだけ選んでください。  

番号 選択肢 パーセント

(1) よかった 69.2

(2) どちらともいえない 26.6

(3) よくなかった（別の性に生まれたかった） 3.4

(4) 無回答 0.8

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) よくある 11.6

(2) 時々ある 44.6

(3) あまりない 34.4

(4) 全くない 7.9

(5) 無回答 1.5

  計 100



問3 あなたは、次のア～カの場面で男性と女性は平等に扱われていると思いますか。あなたのお
気持ちに最も近いものをそれぞれ1つずつ選んでください。  

ア．学校教育では  

イ．職場では  

ウ．家庭生活では  

エ．地域活動では  

オ．法律や制度では  

番号 選択肢 パーセント

(1) 男女平等になっている 76.2

(2) 女性の方が優遇されている 5.8

(3) 男性の方が優遇されている 7.6

(4) 無回答 10.4

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 男女平等になっている 19.6

(2) 女性の方が優遇されている 10.1

(3) 男性の方が優遇されている 60.5

(4) 無回答 9.8

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 男女平等になっている 33.1

(2) 女性の方が優遇されている 11.6

(3) 男性の方が優遇されている 49.0

(4) 無回答 6.2

  計 99.9

番号 選択肢 パーセント

(1) 男女平等になっている 43.6

(2) 女性の方が優遇されている 10.5

(3) 男性の方が優遇されている 35.6

(4) 無回答 10.4

  計 100.1

番号 選択肢 パーセント

(1) 男女平等になっている 45.1



カ．政治活動では  

問4 あなたは、次のア～オについてどの程度ご存じですか。最も近いものをそれぞれ1つずつ選ん
でください。  

ア．男女雇用機会均等法  

イ．男女共同参画社会基本法  

ウ．富士市女性行動計画（富士女性プラン）  

(2) 女性の方が優遇されている 7.6

(3) 男性の方が優遇されている 36.2

(4) 無回答 11.0

  計 99.9

番号 選択肢 パーセント

(1) 男女平等になっている 27.2

(2) 女性の方が優遇されている 1.8

(3) 男性の方が優遇されている 60.8

(4) 無回答 10.2

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 名称・言葉も内容も知っている 58.9

(2) 内容は知らないが名称・言葉は知っている 29.3

(3) 名称・言葉も内容も知らない 7.6

(4) 無回答 4.2

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 名称・言葉も内容も知っている 9.1

(2) 内容は知らないが名称・言葉は知っている 30.4

(3) 名称・言葉も内容も知らない 53.9

(4) 無回答 6.6

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 名称・言葉も内容も知っている 3.8

(2) 内容は知らないが名称・言葉は知っている 22.3

(3) 名称・言葉も内容も知らない 67.4

(4) 無回答 6.6

  計 100.1



エ．ドメスティック・バイオレンス  

オ．ジェンダー  

問5 あなたにとって、結婚とは何ですか。あなたのお考えに近いと思われるものを次の中から3つ
以内で選んでください。  

問6 あなたは、ふだんの生活の中で次に挙げるもののうち何を大切にしていますか。また、一緒に
生活していく中でパートナー（伴侶）には何を大切にしてほしいですか。最も近いものをそれぞれ3
つ以内で選び、下の解答欄にその番号を記入してください。  

番号 選択肢 パーセント

(1) 名称・言葉も内容も知っている 9.4

(2) 内容は知らないが名称・言葉は知っている 10.4

(3) 名称・言葉も内容も知らない 73.5

(4) 無回答 6.7

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 名称・言葉も内容も知っている 4.2

(2) 内容は知らないが名称・言葉は知っている 6.8

(3) 名称・言葉も内容も知らない 82.0

(4) 無回答 7.0

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 愛する人と一緒に暮らすこと 42.3

(2) 子供を持つこと 39.2

(3) 経済的安定を得ること 13.5

(4) 社会的信用を得ること 17.4

(5) 男女が協力し合って生きること 52.4

(6) やすらぎやくつろぎの場を得ること 49.3

(7) 共感できる相手を得ること 21.1

(8) 家を引き継いていくこと 14.6

(9) 社会的慣習であること 9.4

(10) 精神的負担になること 2.2

(11) 自分の時間が持てなくなること 4.3

(12) 自由にお金が使えなくなること 4.0

(13) 相手の生き方や考え方に合わせること 5.4

(14) その他 0.9

(15) 無回答 1.2

  計 277.2



あなた  

パートナー  

番号 選択肢 パーセント

(1) 思いやり、優しさ 53.6

(2) 健康 69.4

(3) 知識、教養 8.1

(4) 自分の意見 4.7

(5) 他人の意見 2.1

(6) 容姿、体格 0.6

(7) 頼りがい 2.7

(8) 経済力 9.8

(9) 忍耐力 5.7

(10) 行動力 3.1

(11) 仕事 11.6

(12) 家庭、家族 44.3

(13) 明るさ 16.4

(14) あいきょう 1.2

(15) 控え目 1.3

(16) 包容力 2.7

(17) 責任感 14.8

(18) 誠実さ 8.6

(19) 奔放性 0.5

(20) 積極性 0.7

(21) 向上心 9.5

(22) 無回答 8.2

  計 279.6

番号 選択肢 パーセント

(1) 思いやり、優しさ 49.3

(2) 健康 62.7

(3) 知識、教養 5.2

(4) 自分の意見 2.4

(5) 他人の意見 2.5

(6) 容姿、体格 0.8

(7) 頼りがい 8.7

(8) 経済力 10.7

(9) 忍耐力 3.4

(10) 行動力 3.1

(11) 仕事 8.3



問7 あなたは、子供の育て方についてどのように考えますか。次の中から最も近いものを1つだけ
選んでください。  

問8 家庭生活の中で、次に挙げるもののうちからふだんあなたが行っていることをすべて選んでく
ださい。  

(12) 家庭、家族 36.9

(13) 明るさ 18.1

(14) あいきょう 2.6

(15) 控え目 1.9

(16) 包容力 8.6

(17) 責任感 8.7

(18) 誠実さ 10.4

(19) 奔放性 0.1

(20) 積極性 1.5

(21) 向上心 5.8

(22) 無回答 14.8

  計 266.5

番号 選択肢 パーセント

(1) 男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる方がよい 16.6

(2) ある程度は、男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる方がよい 18.7

(3) 男の子も女の子も区別なく、同じように育てる方がよい 8.9

(4) 本人の個性や能力、希望に応じて育てる方がよい 51.4

(5) その他 0.6

(6) わからない 2.2

(7) 無回答 1.6

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 食事をつくる 51.2

(2) 食事の後片付け 58.2

(3) 食料品など日常の買い物 54.1

(4) 部屋の掃除 60.7

(5) 洗濯・物干し 52.5

(6) ごみ出し 57.4

(7) 布団の上げおろし 48.3

(8) ふろの準備や掃除 51.1

(9) 高齢者の介護 4.8

(10) 育児・子供の世話 27.6

(11) 家計の管理 43.8

(12) 一つもない 10.3



問9 あなたは、仕事と家庭の関係についてどのように考えていますか。次の中からあなたの考え
方に最も近いものを1つだけ選んでください。  

問10 女性に関する事柄で、あなたが人権上問題があると思われるのはどのようなことですか。次
の中からいくちでも選んでください。  

問11 最近、夫婦の一方が他方からある程度継続的に身体的・心理的な暴力を受けるという夫婦
間暴力が問題視されていますが、あなたはこの夫婦間暴力について見聞きしたことがあります
か。次の中から1つだけ選んでください。  

(13) 無回答 1.8

  計 521.8

番号 選択肢 パーセント

(1) 家庭も大切だが、仕事を一番に考えた方がよい 9.1

(2) 仕事も大切だが、家庭を一番に考えた方がよい 34.8

(3) 仕事も家庭も両立した方がよい 53.5

(4) 無回答 2.6

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 「女だから」、「女のくせに」などの慣習を他の人に押しつけること 50.6

(2) 職場における昇進や賃金などの差別待遇 43.7

(3) 職場におけるセクシャル・ハラスメント（性的嫌がらせ） 52.3

(4) 夫や恋人による殴る、けるなどの身体的暴力 63.8

(5) 夫や恋人による言葉の暴力 42.1

(6) 夫が生活費を渡さないなどの経済的暴力 52.6

(7) 売春・買春（いわゆる「援助交際」を含む） 49.9

(8) 女性のヌード写真を掲載した雑誌・新聞 17.4

(9) 内容に関係なく女性の水着姿、こびたポーズなどを使用した広告 10.3

(10) アダルトビデオ、ポルノ雑誌 20.5

(11) 容姿だけを競うミスコンテストなどの行事 12.3

(12) 「女流」作家、「女性」記者、「美人」OLなどの言葉 5.0

(13) 「まだ結婚しないの？」、「子供はまだ？」などと聞くこと 27.6

(14) その他 0.7

(15) 特にない 5.1

(16) わからない 2.5

(17) 無回答 4.1

  計 460.5

番号 選択肢 パーセント

(1) 自分が直接経験したことがある 5.1

(2) 夫婦間暴力について、身近な人から相談を受けたことがある 2.8



問12 生活をしていく中で仕事や家事以外にいろいろな社会活動がありますが、あなたはどのよう
な活動をしていますか。次の中から3つ以内で選んでください。  

問12で(17)以外に〇をつけた方にお伺いします。  

問12-1 〇をつけた社会活動の中で、その団体の長や役員を選出する際に男女不平等がありま
すか。  

(3) 身近に夫婦間暴力を経験した当事者がいる 6.1

(4) 身近に当事者はいないが、夫婦間暴力についてのうわさを耳にしたことがある 8.2

(5) 夫婦間暴力がテレビや新聞などで問題になっていることは知っている 60.0

(6) 夫婦間暴力について見聞きしてことはない 7.2

(7) その他 0.3

(8) わからない 6.7

(9) 無回答 3.7

  計 100.1

番号 選択肢 パーセント

(1) 町内会活動 37.3

(2) スポーツ・文化活動 17.8

(3) 近所の仲間の集まり 18.0

(4) ボランティア活動 7.0

(5) 労働組合活動 3.3

(6) 学習活動（資格取得、教育講座、生涯学習） 11.6

(7) 宗教活動 3.8

(8) ＰＴＡ活動 8.8

(9) 福祉活動 3.2

(10) 老人会活動 4.6

(11) 市民運動 1.5

(12) 青年団活動 0.7

(13) 女性団体活動 1.8

(14) 消費生活活動 0.4

(15) 子育てや子供の教育に関する活動 3.8

(16) その他 1.6

(17) 特にない 31.2

(18) 無回答 2.5

  計 158.9

番号 選択肢 パーセント

(1) ある 16.5

(2) ない 47.3

(3) わからない 24.7



問13 男女がともに生き生きと暮らせる社会を実現するために、あなたが重要だと考えることを次
の中から3つ以内で選んでください。  

問14 保健女性センターにある女性施策推進室では、さまざまな講演会や講座などを実施してい
ますが、あなたはどの程度ご存じですか。次のア～カについてそれそれ1つずつ選んでください。  

ア．富士発・女と男のフォーラム  

イ．富士・エンパワーメントコース  

(4) 無回答 11.4

  計 99.9

番
号

選択肢
パーセン

ト

(1) 学校教育における男女平等教育の推進 22.0

(2) 生涯学習など社会教育における学習機会や学習内容の充実 22.4

(3) 女性問題に関する情報の提供や啓発 5.7

(4) 仕事のあっせんや職業訓練の充実、企業支援 29.5

(5) 高齢者、障害者、子供連れでも利用しやすい施設の整備 47.2

(6) 家事、育児、介護などのための公的な支援制度の整備 43.3

(7) 母子家庭などへの援助や福祉対策 11.9

(8) 
男性・女性それぞれが抱えている問題を相談できる制度の整備や仲間づくりの
支援

24.0

(9) 市の審議会・委員会などに女性の委員を登用 8.6

(10) 女性の社会的活動や市政への参画の推進 11.5

(11) その他 1.3

(12) わからない 6.8

(13) 無回答 3.5

  計 237.7

番号 選択肢 パーセント

(1) 名称も内容も知っている 4.7

(2) 内容は知らないが名称は知っている 20.2

(3) 名称も内容も知らない 68.1

(4) 無回答 7.0

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 名称も内容も知っている 0.9

(2) 内容は知らないが名称は知っている 4.6

(3) 名称も内容も知らない 85.8

(4) 無回答 8.6



ウ．キラリ輝く女と男の講座  

エ．富士市女性国内交流研修  

オ．女と男の情報誌「きらり」  

カ．女性のための相談室  

  計 99.9

番号 選択肢 パーセント

(1) 名称も内容も知っている 3.0

(2) 内容は知らないが名称は知っている 10.6

(3) 名称も内容も知らない 77.7

(4) 無回答 8.7

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 名称も内容も知っている 2.8

(2) 内容は知らないが名称は知っている 11.7

(3) 名称も内容も知らない 76.8

(4) 無回答 8.7

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 名称も内容も知っている 3.1

(2) 内容は知らないが名称は知っている 14.9

(3) 名称も内容も知らない 73.1

(4) 無回答 8.9

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 名称も内容も知っている 8.2

(2) 内容は知らないが名称は知っている 27.7

(3) 名称も内容も知らない 57.0

(4) 無回答 7.1

  計 100


